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サービス向上推進部
機能訓練センター
理学療法士・介護福祉士・福祉用具プランナーの資格を有する職員が在籍しています。
身体評価をもとに、その方に合わせた運動、ケアの提案や用具の選定を行っています。　
“心身のゆとりが支援の質を上げる”をモットーに、ノーリフトケア®を推進しています。

機能訓練
利用者様・職員の健康、生活をサポート
しています。

看護センター
法人を利用する利用者様の健康管理や地域での生活を支えるために、
医療と介護のサービスが密接に連携できるよう取り組んでいます。

医療的ケア
その人らしい暮らしを支えるために、医療・
看護の面から健康状態をサポートします！

看取り援助推進室
人生最終章における「最善の意思決定を支援する」には、
家族との死を見据えた「いのちの相談」が必要です。
看取り援助を推進する活動体として、看取り援助推進委員会の学び・活動を深め、
事業所の「個別支援」を看取り援助で達成できるように連携して参ります。

看取り援助
すべての人の生ききるをささえます

排泄ケア個別支援計画作成会議や栄養ケア、ケースカンファレン
スにも積極的に参加し、健康面や医療面からのアドバイ
スなど、多岐に渡って利用者様のサポートをしています。

令和元年に70周年を迎えた北ひろしま福祉会は、これまでの事業活動を振り返りつつ、
法人理念である“わたしたちは すべての人の幸福（しあわせ）のために地域福祉を推進
する役割を担います”の実現に向けて培ってきたノウハウを地域に発揮する事を強く決
意し歩みを進めています。
その一つとして、令和3年度から新たな部署“看取り援助推進室”を作り、“看取り援助推
進委員会”を設置して「看取り援助ができる法人になる」ために活動してきました。
この看取り援助の取り組みは、人生を終える時期の支援でもありますが、それまでの人
生、一人ひとりの想いの実現を最期まで支援する実践と仕組みづくりを推進するための
ものです。
“すべての人の生ききるをささえます”をスローガンに掲げ、家族・関係者と共に学びを
深めてきました。そして、介護保険「特養の看取り介護加算算定要件」に準じて、障がい
者支援施設でも看取りまで支援できるようになりました。法人内の介護保険事業が先
行する高齢者の“いのち”からの学びが、この活動を支えてくれています。
引き続き、家族と「ご一緒に」の関係性を構築しながら社会の理解・協働を牽引し、障が
い者の看取りに関しての制度化も目指して取り組んでいきます。

下剤に頼らない排泄ケアを進め
るため、ポケットエコーを用い直
腸にある便を確認して、不要な
下剤を使用しない取り組みをし
ています。

医療的ケア
受診や入院が難しい利用者様に
可能な限り施設内で医療的ケア
を提供できるよう取り組んでい
ます。（点滴、経管栄養など）

説明と同意
言葉でのコミュニケーションが難
しい利用者様には写真や絵カード
を活用し、説明と同意を得るよう
に心がけています。

展示ブース
見て・触れて・体験出来る、福祉用具の展示をしています。
専門スタッフが福祉用具の相談対応も行っています。

看取り援助推進委員会

看取り援助推進室室長　小林悦子
（生活を支える看護師の会会長）

地域福祉推進部
法人理念のもと、【みんなde】シリーズの開催や【ふれあいステーションほっと】の運営を通して、
地域福祉の推進に向け、各種の活動を展開しています。

みんなde食堂〔子ども食堂〕 みんなの相談室 献血活動

みんなdeワクワク〔昆虫採集〕 みんなde介護〔出前講座〕 みんなde訓練〔炊き出し活動〕

ゴミ拾い活動 ほっとふれあいまつり みんなdeスポーツ〔公開講座〕

修理・調整
福祉用具の修理・調整は車いす安全整備士研修修了者と理学療法
士が行っています。用具の貸し出しや相談対応も行っています。

遊んで運動
天候に関係なくブランコ、ボールプール、トランポリンな
どで遊びながら全身運動が出来ます。
地域開放も行っており、多くの方が利用されています。

ノーリフトケア®
持ち上げない・引きずらない・抱えない介護をすすめて
おり各事業所と連携しながら、利用者様、職員双方へ負
担の少ないケアの普及に努めています。
出前講座など、地域の皆様に啓発活動を行っています。
移乗用リフトは、使用にあたって基準を設けており、誰
もが安心・安全に使用できるよう努めています。


